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これからの学会

日本オベレージョンズ・け』チ学会会長 横山 勝義
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新年おめでとうございます.もっとも私ごとき

老齢者にとっては，新年のめでたさは年齢ととも

に目減りしてゆくもので，人生の節目々々に，自

分自身をふるい立た必るよう仕向けることが，一

層大切となるようでナ.年頭に当って，われわれ

も若い方々に負けず，いろいろと希望を新たにし

今年こそ長年の宿志をいくつか達成したいと念願

しております.こういった意味から，いまの私に

とってORが大変役に立っていることを感謝しな

がら新春宏美手いでおる次第です.

さてこの新年号は「これからのORJ の特集り

と開きおよびましたが， if頭tこさ議つての当を得た

企画だと向感しております.

「これからj を議論するにはれ、ままでJ を調

べてれ、'f J を改めて認識し，持}[lの状況の変化

を先廻りして分析し，本体の「これから J を予測

するのが常套の手段であります.そこで当学会の

れ、ままでj をふり返ってみますと，設立以来今

日までの26年間のー苦手大きなイベントといえば，

昭和50/rp 7 月に東京・京都で開鰻された IFORS

第 7 題合問題際会議であるといえましょう.この

会議のために，当時の小林会長の強カなお力ぞえ

で学会が法人fとされ，この大会を契機に，会員の

諸兄の)Jが集中されて，学会存立の基礎が綴立さ

れたと判断して間違いないことと思われます.

一方，いままでの学会の運営は，会員の方々の

犠牲的な奉仕によって支えられ，不偏不党，まっ

たく公正な道筋をたどってきたことが特にめだっ

た特長であります.このために，いまの学会は，

陸間にありがちな派鵠誌争のまったくなし、;本当
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に自由に言いたいことを言い合える学会に育っと

同時に，強いていえば，石織を叩いてかつ渡らな

い式の発展性に欠けることが反省されるべきでは

なし、かと考えます.

最近は学会活動の積極化方策の!っとして，経

営工学会ならびに品質管理学会と協同して，学術

会議の中に独立した学関分野を確立していただき

たいとの講臓を続けております.脳会で審議され

ている学術会議の新しい法律が制定されれば，さ

らに前進する予定ですし，ゆくゆくは 3 学会が合

間で発表会を開催することなども検討中です.

また，アジア地域の IFORS のメンパーを集結

して，地域的なつながりをもち，せめてお互いの

情報の交換でも，もっと緊密に行なし、たし、と考え

日本が率先して，まずは発表会の門戸を自由に開

放することから始めてみてはどうかとの呼びかけ

を開始したところです.

言íîの IFORS の大会が.OR学会の前進に役立

ったことを考えると，アジアの大会開催などな:企

画するのも望ましいことではありますが，時節柄

資金募集にも幾多の国難が予想され，まずは地道

に，できることから始めたいと患っている次第で

す.

学会の内外に対し活動を活発化するためには伺

といっても，事務島宏強化する必要があります.

今までのように，学会会員の，しかも特定の方々

の勤労奉伎にまっていては，到成応じきれぬこと

が演出なので，当面の処震として，学会になじみ
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の深し、小田部費氏をわずらわせて，昨年 6 月から

学会の顧問になっていただきました.なおそのう

えに，去年の 11 月から， 1 BM社のご好意で， 5550

機を拝借することができ，もつか，名簿・会費・

!日納などの管理プログラムの製作と，データの整

理を行ないつつあります. t止にいう企業のOAの

ような大規模のものではありませんが， OR の総

本山である OR学会が， \紺屋の白袴j のそしりを

受けないようにと配慮して，学会内に担当委員会

を発足させ，鋭意努力中であり，完全なプログラ

ムが走るようになれば，それらのデータから，そ

れこそ「これからのORJ や学会の在り方を予測

することもできょうものと，大いに期待している

ところです.

結局， \これからのORJ の課題は，学会にたて

こもって世の中を批判することではなく，実際の

問題の解決にどこまで手を借すことができるかと

いうことにあると思われます.たとえば，東南ア

ジアの国々と一緒にORを進めようとすれば， 日

本のような国の政治なり経済なりが，一応安定し

ていてそれなりに動いてゆくかたわらで， ORを

論ずるとし、う立場はむしろ例外であって，国の政

治的・経済的社会問題を直接OR の課題としてと

りあげねばならないとし寸立場をよく理解しない

と，互いにつき合うことがむずかしいのではない

かとさえ思えるのであります.しかも日本自身が

いつまでも安穏に暮らせるとし、う保証はどこにも

なく，地球的な問題一一公害・食糧・気象等々が

次々におこってきている今日，学会としても，こ

ういった方面に積極的な活動を開始せざるを得な

いものと思われます.事態は徐々に変化してい

る. \最近はお医者さんの入会がふえています」

(事務局) r前のOR事典のときの事例の分類では

今回の事例集の事例を納めることはできなかっ

たJ (事例編集委員会) \実測によると大気中の炭

酸ガスは，季節変動を除くと確実に璃加し続けて

いるー 地球はだんだん暖かくなる J (公害研究所

長のお話し)

こういった兆候を，皆さんはどう考えられます
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